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久高島の高齢者福祉の現状とスピリチュアルベインおよび

制度としてのスピリチュアルケア

A present state of social welfare. spiritual pain and spirltual care system 

in Kudaka island 

浜崎盛康・ JII元恵美子

Morlyasu Hamasakl • Emlko Kawamoto 

沖縄県南峨市の久高島はイザイホーに代表される神の島として知られる

が、高齢化がすすんでおり、 55歳以上の高齢者が島の人口に占める割合は

40%にもなる。しかし、島には入所型の介護施設がないため、高齢で要介護状

態になるとぬを離れ島外の老人ホーム等に入所し、そこで亡くなり死後に島に

民るという現実がある。このことは島では、 I連れて行かれるJと表現する事態

であり、スピリチュアルペインを生じさせるものである。本稿は、久高島の調

査に基づいて島におけるそのようなスピリチュアルベインを確認し、これに対

する島の取り組みが福祉制度におけるスピリチュアルケアとして捉えられる

ことを示し、さらに.その際固有の信仰を尊重することも必要であるというこ

とを論じるものである。

キーワード:高齢者福祉、久高島、スピリチュアルペイン、制度及び事業とし

てのスピリチュアルケア、信仰の尊重

はじめに

スピリチュアルケアやスピリチュアリティについては、いろいろな方面から

の研究書や一般的Iけの舎絡を多く目にするようになってきた。その中で医療分

野、特にホスピス・穏和ケアの領域においては、しっかりした学問的研究がな

されてきている。本研究はホスピス・緩和ケアにおけるスピリチュアルペイン

とスピリチュアルケアの視点から、高齢者福祉におけるスピリチュアルケアの

必要性について沿じる。そのために、具体的な事例として、沖縄県南域市の離
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島である久商品の高齢者の勾合を採りJ:げ、アンケート調査等を過して久商品

の高齢者の間に見られるスピリチュアルペインを明らかにし、いわば制度及び

事業としてのスピリチュアルケアについて論じ、さらに、福祉においても固有

の信仰や祈りを時!f!することの必暖性について論じたい。

1.スピリチュアルケアとは

fスピリチュアルケアとは何かJいろいろ議論があるところであるが、 Iスピ

リチュアルペインから見たスピリチュアルケア IJにおいて論じたように、スピ

リチュアルペイン(spiritualpain)を某に考えると.スピリチュアルケア (spir-

itual care)とは、「生きる力をJliCり民すケアjであり、もう少し具体的には、「生

きる意味を取り戻すことを槌助するケアjであり、「生きることを健助するケ

アJであると言える。まず初めに、この点に閲する我々の論の要点を簡単に磁

認しておきたい。

スピリチュアルペインについては比較的多くの研究者が基本的に一致して

おり、多少の文言や炎現のi畠いはあれ、スピリチュアルペインとは「生と死、そ

の意味に閲する痛みJであるというように捉えている九このように促えること

が出来・るスピリチュアルペインから、我々は「スピリチュアルjとは伺か噂き

出した。「スピリチュアルペインJから「ペインJを取り除けば fスピリチュア

ルJが残る。このいわば形式的な操作を「生と死、その意味に関する痛みjに

も適用してみると. r痛みlをJliCり除けば、「生と死、その意味に附するJが残

る。したがって、この r'1:と死、その意味に関するjが、スピリチュアルペイ

ンを基に考えたときの「スピリチュアルjの意味である九さらに、スピリチユ

アルケアは、「スピリチュアルjに「ケアJが付け加わったものであるから、 Iス

ピリチュアルケアjとは、 r'1:と死、その意味に関するケア」であるとひとまず

1 浜崎盛康 fスピリチュアルペイシから見たスピリチュア)~ケアム「人間科学第 27 号J 琉
球大学人間科学斜紀愛、 2012'1: 3 11. pp.261-275. 

2同上‘ PP.261-263参照。なお.r日l論文では.死の恐怖そのものもスピリチュアルペイン
を引き起こすことがあるということを論じたが.本縞ではこの点については触れない。

3 rスピリチュアルjをこの憾に従えることは、スビリチュアルぺインだけではなく、スビ
リチュアル・ジョイ (spiritualjOY) についても‘「自己の生と死、その意味にl則する喜
びjとして語れることになり、大きなメリッ卜がある。スピリチュアルケアも.スピリ
チュアル・ジョイとのl則迎でも漏れるのである。しかし、ここではスピリチュアルベイ
ンが問題であるので、 Iジョイjの方は凶いておきたい。
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司えることになる。しかし、ここでは、スピリチュアルペインが問題であるか

ら、その意味で、スピリチュアルケアとは、 I生と死、その意味に閲する(由来

する)痛み{ペイン}についてのケアJであるとすることができる。

この様なスピリチュアルペインとスピリチュアルケアは、これまで主にホス

ピス・緩和ケア等の医療に関連して議論されてきた。しかし、スピリチュアル

ペインは末期の忠者だけが持つのではなく.例えば自殺脅も持ちへ以下に見る

ように、小規模の雌品の向齢者も持っている。すなわち、高齢者福祉において

も、スピリチュアルペインが問題になるケースがあり、したがって、そのよう

なケースではスピリチュアルケアが必要となる。

II.久高島における福祉の現状とスピリチュアルペイン

1.久高島における福祉の現状 E

沖縄県は「離島・過疎地峻支援事業jを2000年(平成 12年)から 5年間実

施した。これは県内の 3離島、久高島、渡嘉敷島、波!!I日間島をモデル指定し、高

齢者の[介護予防Jや「生活支担jの整備を図るものであった。この事業の一

環として、久高島に 2002年に f有見会jというワーキンググループが設関さ

れた。そして 2003年(平成 15年)には、有見会の活動として「ふばの里Jがス

タートした。[ふばの里Jは県の事業の終了後も「ボランティアグループふばの

型jとしてその活動を継続させ、現在では、集部の中心部にある久商品離島振

興総合センターで、ミニ・デイサービスが原則として第一、第三土曜日の午後

1時 30分-3時 30分の時間帯に実施されている。

久高島の介護保険実施状況を見てみると、公益社団法人地域医療振興会の調

子Eによれば、 2012年(平成 24年7月末現在)では、第 1号被保険者数が 97名、

第 2号被保険者数 80名の合計 177名、要介謹認定者数は 65織以上が 26名で

ある。介護保険の施設サービス受給者数は介護老人保健施設が 7名である.介

4民近のものとしては、たとえば.I''li寺俊之fスピリチュアリティと自殺念慮者へのケアJ• 
『スピリチュアルコミュニケーション』、注寺俊之編著、 !.Vl学院大学出版会、 2013年311
21日、 pp.155-183。

5久向島の概況と福祉の現状については、詳しくは、 JII元嵐美子の学位論文「エンド・オ
プ・ライフケアと沖純の伝統的な信仰一福祉が抱える現状とその課題-Jpp.88-問、参
!烈 (http://ir.1ib.u.ryukyu.ac.jp/handle/123456789/29435)。
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雌保険の居宅サービス受給者数は訪問介趨が l名、通所リハビりが 1名、通所

介泌が 4名、居宅療養管理指導が 2名、福祉JIIH貸与が 6名、居宅介護支援が

5名である。久高島には入所型の介却施設がなく.介護保険のサービスは訪問

介纏と烏外の通所リハビリなどを利用しており、要介護状態になれば必然的に

ぬ外に移らざるを得ない。

2.久高島の高齢者のスピリチュアルペイン

そのように、要介護状態になると島を離れ、沖縄本島の介護施設に入所する

ことも少なくない訳であるが、このことは・方ではもちろん島で受けられなか

った介越を受けられるようになるということである。しかし、他方では、大き

なスピリチュアルペインを引き起こすものでもある。というのは、島を離れた

尚齢者が次に島に戻ってこられるのは、多くの場合島外で亡くなった後でしか

ないからである。このことを、次に見るように[久向島振興会Jのホームペー

ジ6では、「毎年数名のおじーやおばーが本島に連れて行かれ数名が亡くなっ

てぬに戻ります。jと記している。

「久高島振興会Jは、そのホームページによれば、平成 13年に任意団体とし

て活動を始め、平成21年に法人格を取得し、 rr久高島の文化や祭程、信仰を

いつまでも伝えてゆく事が出来る品作り j、r，訪れた人がf題されるような島作

りJ、[雇用促進と島の自立を目指して宿泊交流館、レストランとくじん、船待

合所運営と、体験滞在型観光、地域産物の口取.Jm工販売j等の事業jを行っ

ている。そして、「生波暮らし続けられる久向島を目指してjというタイトルの

下、以下のように述べている。少々長くなるが、全部引用してみたい。

I久向島には介護施設がありません。介泌が必要になると住み慣れた島から

離れなくてはなりません。毎年数名のおじーやおばーが本島に連れてゆかれ、

数名が亡くなって島に戻ります。皆心を痛めなんとかしないといけないと感じ

ています。しかし、その想い、先制や高齢('..を大切にする「久高島の心jをか

たちにする為には、介護保険制度や若者不(fによる入手不足、住居不足などこ

の姐慎の躍品、特に久高島ならではの立ちrilJかうべき課題が多々あります。平

6 hltp:llwww.kudakajima.jp 
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成 21年、私達は法人格を取得し、一つの繰掴をクリアしました。そして、皆

憾のおかげもあり着々と運営を軌道にのせ、体験滞在型観光の推進の可能性な

ど新たな服用も生み出しつつあります。家族が島にいればおじーやおばーも島

にいることができます。若者がいれば介讃施設の週営に必要な人員も確保でき

ます。宿泊施設や食堂を頑張ってお客肢に烏の魅力を提供し、より多くの利益

を生み出せるようになれば介護施設の運営に利益をまわしてゆくことが出来

ます。介縫保険に頼らない島の規模での介護施設運営の可能性も含め、一歩一

歩前に前進しながら可能性を棋索しています。J

あらためて確認すると、お年寄り遣が島を離れぬ外の病院への入院や老人ホ

ームに入所することは、[連れていかれるJと友現されるようなことなのであ

り、 I亡くなって島に戻Jるという現実があるのである。

実際、島で最後まで暮らしたいということが、久高島のお年寄りの望みであ

り、川元の調査でこの点について次のような声が聞かれたにこの調査における

「島に対する愛着度、満足度jに関する質問に対して.rこの島がいいよ~、こ

こで過ごしたいj、Iあの世に往くまで、久向島でj、fこの島が一番上等j、fこ

っちがいいですよ、ここに決めているj等の回答があり.r終の懐家jに関する

質問に対しては、 I久高島で最後まで暮らしたいJ、rl00歳まで生きて、久高で

終わりたいj、「島で暮らしたいですjという回答や、 Iここでゆっくり暮らしま

すム「ウガンをして、 120歳まで生きますJ. rイザイホーのカミ織にお祈りし

て拝らしますj という回答があった。

そのように「烏に対する愛着度、満足度Jが向く、最期まで島で暮らしたい

という気持ちが強い分、介護が必要になって品から I辿れて行かれj、[亡くな

って品に民jるという現実はスピリチュアルペインを引き起こすのである。上

7 川元忠美子「久商品における伝統的信仰と尚働者制~J~をめぐる現状ーエンド・オプ・ラ
イフケアとスピリチュアルケアの視点から-J. r地域研究j、第 12号、沖縄大学地域研
究所、 20日年 9月、 pp.34-37参照。

もちろん、「島で最後まで暮らしたいjという願いは.久商品のお年寄りに限られるも
のではない。たとえば、津堅島でも「地峻で暮らし続けたいと願う島民が多Jい (f住民
支え合い活動レポート集J(平成 19if-・3月)沖純県社会制祉協滋会 pp.54-56)。また、
波照間島の勾合は「烏で録後まで暮らしたいjという願いjは当然あるものの、葬送儀
礼{洗符改葬)との関係で、この点に関しては少々綴純であるようである(永井彰 f沖
飼の烏傾部における地域ケア・システム構築の現状と練凶J.JI! ~t研究室紀襲、 5 1. 2010. 
p.7)。
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で述べたように.スピリチュアルペインとは「自己の'1:と死、その意味に関す

る痛みJである。住み慣れた島を離れて、島外の施設で'a!介越の身で人生の最

期を生きて死を迎え、そして死んで島に戻るということに何の意味があるの

か、というスピリチュアルペインがそこにはある。

III.久高島無の高齢者へのアンケート調査

久高島における以上の様な高齢者・のスピリチュアルペインとそれに対する

島の取り組みを制祉の観点から捉え直すために、川元が久向島の高齢者にアン

ケート調査を行った。それによって、高齢者福祉におけるスピリチュアルケア

の必要性について倫じたい。

1 .調査の日時と方法

2013年 9，~ 23日から 10月にかけて、久商品でnす{E宅の高齢者の方々に

質問紙を用いたアンケート調告を行った。耐接l時間は一人に約 90分から 120

分間である。

2.調査対象者の属性

対象は沖縄県.市城市知念久商品に暮らす 60様以 i二の高齢If17名である。調

査対象者の内、回符荷は調査協力の同意が得られたjjで、性別に閲しては男性が

8入、女性が 9人であり、年齢は 60歳代が8名、(男性 5名、女性 3名}、 70歳

代が 2名(何れも火性)、 80歳代が 6名、(男性 3名、女性:3名)90代が 1名(女

性)である。出身地は全員が久高島である。回答Ifは高齢である為、 14人は筆

者が面接しアンケート用紙に記入した。その内 3人は本人による自記で行った。

3.倫理的配慮

事前に自己紹介すると共に、研究の目的を参加者及び家肢の責任者の前に於

いて口頭で説明し求時を得た。

4.面接場所

島の紹介者の方と共に個人の御自宅を訪問することを嶋本としたが、可能な

方々は、お願いした時間に共々が民宿のテラスにmまってもらった。比較的若

い回答者の方々は、品の食事処で御茶を飲みながら、 !':liI己式のアンケート調査

用紙に記入をお願いし協力mいた。

-6-
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5.面接調査の内容

本 rmJ節では面接調査の内容から、本稿のテーマと特に関連が探い rl.本
人と家族についてJ.r2.島を離れて本島の老人ホームへ行くことについてjに

ついて調査結果を示し、 rlVJ節で高齢者福祉におけるスピリチュアルケアの観

点から考察を行いたい。

〈調査結果〉

1. 本人と家族について

(1) 生まれたところについて

f生まれたところは久高島ですかJという質問に、 17名全員が久商品である

と答えた。

(2) 結婚について

「ご主人(奥さま)はお元気ですかjと言う質問に、[はいJと答えた人が 15

名、 I結婚していないjと答えた人が 2名であった。

(3) 子どもについて

「子どもは何人ですかJという質問に対して、 5人と答えた人が 5人、 4人と

答えた人が 5人であり、 3人と答えた人が 1人、 2人と答えた人が 4人、 1人も

いないと答えた人が2人であった。

(4) 家のお墓について

「家のお墓についてjと言う質問に対して、家族だけの墓が 8名、 rl!中草が 6

名 兄弟墓が 0名、その他が 2名、無回答が 1名であった.

(5) あなたの家について

「あなたの家についてjと言う質問に対して、ムートゥヤーが6名、ナカムー

トゥが 0名‘ヤータッチャーが 10名、無回答が 1名であった.

以上のように、本調査では回答者・全員が久商品生まれである。子どもは 4人

......5人が l番多く、お墓は家族墓や門中墓が中心であった。家はヤータッチヤ

ーが 10人で、ムートゥヤーが 6人であった。

ー7-
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2.島を離れて本島の老人ホームヘ行くことについて

久高島で砕す高齢者 17名のお一人おひとりに島を離れて本島の老人ホーム

へ行くことについて尋ねた。回答は以下の通りである。

(1) r島には介泌脳設がないので介泌が必嵯になったら、沖縄本島の老人ホーム

に行ったりしますが、貸女は沖縄本島の老人ホームに行くことをどう思います

かJという質問に対して. i行きたくなLリが 5名、「老人ホームが良いです、ホ

ームに行きますjが2名、「久高島が終のt在家ですj、「島で最後まで再らしたいJ、

「その時の必要に応じてなら仕方がなl)1.r出来れば久高島に老人ホームを作っ

てほしいJ、I子どもが介誕してくれると思うので行かないj、f出来る限り在宅で

見てあげたl) Jがそれぞれ 1名‘「考えていないJが2名、無回答が 1名であった。

(2) íあなた I~I 身は、島を離れて老人ホームに行きますかJ という質問に対し

て、「行かないつもりjが5名、 I仕方がないから行く jが 2名、「いいえ、自宅

で過ごすl、「品で最後まで暮らすj、「なるべくは行きたくないJ、「老人ホーム

も良いと思うj、f家族が皆で看ると言われているので行くことはないJ.rその

時になってみないと判らないJがそれぞれ l名.無回答が4名であった。

(3) iなぜ、ぬを離れなくてはなりませんかjという質問に対して、「介J堕する

人がいない均合は仕方がないjが 2名、[介擁する斉とホームがない為Jが2名、

「若者が品にいないので看取る人がいないjが2名、「子ども遣が 1人も宥なけ

ればホームか病院に行くしかないj、「子どもたちが島にいないので介2費者がい

ないJ.i施設がないからj、「特に考えはないjがそれぞれ 1名、無回答が 7名

であった。

(4) rできればM後まで島にいたいですか(品で死を迎えたいですか)Jとい

う質問に対して、 irはl) Jが 10名、 IいいえJが 2名、無回答が 5名であった。

(5) i死後(魂/マプイ、マプヤーなど)はどうなると思いますかjという質

問に対して‘ Iお孫に鮒るJf.jt 5名、 r*-き続けるjが 2名、「ニライカナイjが 3

名、「仏岨に入るjが 1名、「島に帰るJiJ~ 1 1'.、無回答が 5名であった。

(6) iもし老人ホームに入ったら、拝みは若人ホーム(施設内)でも、/11来る

だけ続けたいですかjという質問に対して、 rIlf (_(、拝みますjが3名、「ホー

ムには入らないからJが 2名、「持みは必醤に応じてやると思うj、「もし入るこ
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とになった時は、持みたい気持ちがあっても多分出来ないと思うj、「心の問題

として拝みはすると思いますj、{もしホームに入ったとしたら、主人のことと

孫のことなどを祈るJ.r考えたこともないです、行かないからJ.r自分は早く

ボケた方が良いのかも匁lれないと思うJ.r久高に向かつて拝みをするが、ホー

ムの中では止められるだろうJ.r入所はしても符-まないj、「心の中で一人拝むj

それぞれ 1名‘無回答が 3名であった。

以上の織に、沖縄本島の老人ホームにいくことについて、 I行きたくないjが

5名、 f久商品が終の級家j、I家悠が皆で看ると言うから行かないJ、「自宅で過

ごすjなど、「出来れば最後まで久商品に居たいj、「終の桜家であるjという方

が大多数を占めていた。しかし、中には「仕方がないから行くj、[その時の必要

に応じて仕方がないなら行くjという回答、あるいは f久高島に老人ホームを作

って欲しいjなどの回答もあった.更に「老人ホームが良いです、ホームに行き

ますjと言う特徴的な回答が 2名の方から聞かれた。しかし.多くの方が望む「最

後まで久商品でjを許さない烏の現状がある。それは「若者が島にいないので看

取る人がいないj、f介護する者がいないjと I老人ホームが品にない為j等の過

疎や施設不足を挙げる声が多く聞かれた。また老人ホームに入所しでも拝みは

続けたいなど、自身の臼仰は町きたいという想いのある方々が殆どである.

N.考察ースピリチュアルペイン、制度としてのスピリチュアル

ケア、固有の信仰の尊重?

以上のアンケー卜淵査の結果とぬの取り組みに閲して、まず‘介護が必要に

なって島を離れて施設等に入り、亡くなって島に帰るというスピリチュアルペ

インがあるということを再締却し、そして、そのスピリチュアルペインに対す

る烏の取り組みを制度及び事業としてのスピリチュアルケアとして捉え砲し、

さらに今後の取り組みの方向性について考えてみたい。そして、その方向性の

中に、岡千iの信仰の尊重が盛り込まれる必要があるということを示したい。

1 .久高島の高齢者のスピリチュアルペイン

久高島の高齢者のスピリチュアルペインについては、 rrr 久高島における
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前，iね1:の現状とスピリチュアルペインjにおいて既に論じた。ここでは、その要

点を憾。沼しておきたい。

久商品の高齢者は要介議状態になると品を離れ、沖縄本島の介描施設に入所

することも少なくない。このことは、大きなスピリチュアルペインを引き起こす

ものでもある。というのは、島を離れた高齢者が次に島に戻ってこられるのは、

多くの助合烏外で亡くなった後でしかないからである。「久商品艇興会Jのホー

ムページ 8では、このことについて、「久高島には介護施設がありません。介護

が必張になると住み慣れた島から雌れなくてはなりません。毎年数名のおじー

やおばーが本島に連れてゆかれ、数名が亡くなって島に戻ります。持心を痛めな

んとかしないといけないと感じています。jと記している。これがまさに、自宅

で死ぬ事がままならないお年窃述が前而している厳しい現実であり、ぬから「連

れて行かれJ、「亡くなって島に民jることによる、非常に重い意味を持ったスピ

リチュアルペインである。 rI スピ IJチュアルケアとはjで述べたように、ス

ピリチュアルペインとは「自己の生と死‘その意味に関する(由来する)痛みJ

である。要介護の状態になり、住み慣れたぬを離れて島外の施設に入所し、そこ

で生きて死を迎え、そして死んで品に反る、ということに何の意味があるのか、

というスピリチュアルペイシが久商品の高齢者の内にはあるのである。

2.島の取り組みと制度及び事業としてのスピリチュアルケア

久向島は、島における「終の他家Jのあり方について、これからの I超高齢

社会j及び「多死社会Jに向けて、 II..f，:rt1が迎える現実的な問題を先行するよ

うな趨高齢化の「先進J地域である。サービス基盤の遅れた久商品で多くの高

齢苛が梓らしており、既に見たように一生滅[烏で暮らし続けたL)Jという高

齢者のニーズがある。しかし、実際には自宅で緑期を迎えられる人は眼られて

おり、住み慣れた[島では死ねないjという現実が横たわっている。高齢化率

が40%にもなる久高島では 9. frに数名のお年寄は島での生活を締め品外の老

人ホームに入所したり、病院に入院し‘そのまま最期を迎えてしまう。練り返

せば、久商品のお年寄には、持らしなれた島で死を迎えることも川・わず、死ん

8 hltp:l/www.kudakajima.jp 
9 r {!:L¥;支え合いレポート集J.沖縄社会制祉協議会.平成 19年3円。
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でから本島で火葬されて I遺骨(遺灰)Jとなって島に帰ってくるという現実が

あり、このことがスピリチュアルペインを引き起こしている。

では、久商品においては、そのようなスピリチュアルペインに対して、どの

ような取り組みがなされているのだろうか.この点については、 fn 久高島に

おける福祉の現状とスピリチュアルペインjで見た。ここでは、その要点を簡

単に確認したい。

高齢者の「介趨予防jや「生活支援Jの整備を図るものとして、沖縄県は「離

島・過疎地域支援事業jを2000年(平成 12年}から 5年間実施した。これをきっ

かけとして.2002年に「有見会jというワーキンググループが久高島に設置さ

れ、その活動として fふばの里jがスタートした。 fふばの里Jは「ボランティ

アグループふばの盟jとしてその活動を継続させ、現在では、集落の中心部にあ

る久高島離島振興総合センターで、ミニデイサービスが原則として第一、第三土

曜日の午後 1時 30分-3時 30分の時間併に実施されている。「ふばの里jには、

入ってすぐ正面の掲示板に、「年をとって介護が必要になっても、生涯暮らし続

けられる久向島をめざしてJと書かれた手作りの用紙が貼られている。

さらに、「久高島振興会Jはより包括的に、 f久高島の文化や祭相、信仰をい

つまでも伝えてゆく事が出来る島作りj、I訪れた人が癒されるような島作りj、

「雁用促進と島の自立を目指して宿泊交流館、レストランとくじん、船待合所運

営と、体験滞在型観光、地域産物の買取・加工販売J等の事業Jを行っている。

そして、既に見たように、「生涯暮らし続けられる久向島を目指してj、「介護保

険に頼らない島の規模での介鑓施設運営の可能性も含め、一歩一歩前に前進し

ながら可能性を模索しています。J

これらの取り組みは、沖縄本島の老人ホームに「連れて行かれj、「亡くなって

島に戻るjというスピリチュアルペインを解消しようという意味を持つものであ

る。したがって、これらの取り組みは、島で最後まで暮らしたいという久高島の

お年寄りの望みを叶えたいというスピリチュアルケアとしてみることができる。

ところで、スピリチュアルケアは、 f1 スピリチュアルケアとはjで述べた

ように、「生と死、その意味に関する(由来する)痛み(ペイン)についてのケアj

であるとすることができるが、そのケアは一般的に個人レヴェルで語られ、実

践されることが多いと言えよう。しかし、ふばの里や久高島振興会の「生涯暮
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らし続けられる久高島を目指してjという取り組みは、向齢者-の I生と死、そ

の意味Jに関わるものとしてスピリチュアルケアであるが、それはいわば「制

度j及び「事業jとしてのスピリチュアルケアとして従えることができる(も

ちろん、その実践においては個人対個人の耐を持つ)。つまり、ふばの型の取り

組みは「ミニ・デイサービスJとして一つの編制:r制度jとの関係における取

り組みであり、久高島振興会の「生涯暮らし続けられる久両品を目指してJと

いう取り組みは、「雇用促進と島の自立を目指して前泊交流飢、レストランとく

じん、船待合所運営と、体験滞在型観光、地域政物の目I1記・力11工販売j等の「事

業Jとしての取り組みである。久尚.品の尚a.冷?fのスピリチュアルペインを、こ

のような制度及び事業としてのスピリチュアルケアの実践によって緩和しよ

うという試みが行われていると提えることができるのである。

久高島における以上のような取り組みは、「地域ケア・システムjの構築の試

みとしてのものであるが、ここで、さらにこれをスピリチュアルケア・システ

ム構築の試みとして捉え院してみたい。

まず.地域ケアシステムという点についてであるが、永井は地域ケア・シス

テムの構築という観点から.久高島を事例として取り上げ.次の様に述べてい

る叱一般的に島棋部では様々な制約条件のもとで.r介斑状態の尚齢脅ケアj

の問題を模索して行かなければならず、「人口規僚が数百人程度の品では、入所

型の老人介護施設を整備することがきわめて困様である.J(p.l)沖縄県はこの

ような状況に対して、既に記したように、久商品も対象として含む「離島・過

疎地峻支援事業Jを2000年(平成 12年)から 5年間実施した。この事業にお

いては、 I行政の政策として意図的に地域ケア・システムの愉築がこころみら

れJ(p.2)、しかもその結果として高餓者介越を目的とする住民組織が島内に結

成され、現在でも活動が続いている。その目指すところは‘ I介趨が必要になっ

ても島で住み続けることのできる体制作り……だが、現状においては、住民組

織による生きがいデイサービスの実施という段階にとどまっており、比較的元

気な高齢者の生活支援という意味では成果をあげているが、要介調高齢者・の生

10永井彩、前掲論文 (2010)。地域ケア・システムとは、 r-定の地域的簡械の中で、行政
機関、医療機関、福祉施設、住民グループなどがi1!mしつつ、，時的n*人やその家族に
とって必要なサービスを提供する社会的ネットワークJ(p.l) 
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活を島の中のさまざまなアクターの連携によって支援する仕組みを構築する

までにはいたっていない。J(p.ll) 

永井の述べている久高島のこのような現状は、我々も調査を通して確認した

ところであり、依然として要介護状態になった高齢者の多くが住み慣れた島内

の自宅を離れなければならない現状が続いている。たとえ介護保険の保険料を

納めていたとしても f要介護Jと認定された後、島内で介護サービスが十分に

選択出来る状況にはない。介護療養型医療施設(療養病床)や介護老人福祉施

設(特別養趨老人ホーム)等の施設はおろか、訪問介護(ホームヘルプサービ

ス〉、適所介護(日帰り介護)のデイサービスや、短期入所生活介護(ショート

ステイ)等、様々な居宅(在宅)サービスの選択も十分と迄はいかない。以上

のように離島の介護保険サービスに於ける“離島苦"とも言える現状は制度の

理急には程遠く、 I保険あってサービスなしjの状態が垣間見えてくる。

そのような状況を考えると、現実的には[地域ケアシステムJの構築は 1つ

の重要な選択肢であり、「生涯暮らし続けられる久高島Jの実現のための考慮す

べき方策であるだろう。あらためて、久高島における取り組みが、地域ケアシ

ステムの構築の試みであることを確認しておこう。 2000年(平成 12年〉から 5

年問、沖縄県は「離島・過疎地峻支援事業Jを実施し、久高島も指定を受け、地

域ケアシステムの構築が目指された.この事業の一環として有見会が結成さ

れ、有見会の活動としてふばの里がスタートした。久商品の島民は、有見会に

参加し有見会からいろいろな情報を得、またふばの里にもボランティアとして

参加した。ふばの里は、ミニデイサービスを提供し、島の高齢者がこれを利用

している。ふばの里は、本土出身で久高島に居住する女性がボランティアで事

務局業務を行った。南城市の社会福祉協議会も担当者が来て、リハビリ教室を

行っている。しかし、もう一度永井の言葉を借りれば、 I現状においては、住民

組織による生きがいデイサービスの実施という段階にとどまっており、比較的

元気な高齢者の生活支援という意味では成果をあげているが、要介護高齢者の

生活を島の中のさまざまなアクターの連携によって支援する仕組みを構築す

るまでにはいたっていない。 llJ

11永井、前掲論文、 p.l1.
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この僚に、島瞬部における地域ケアシステムの構築にしても容易ではない

が、それにしても久高島の取り組みが示唆する重要な点が幾つかあり、永井は

次のように述べている。「まず第一に、ワーキンググループという方式は、一定

の有効性を持つものと考えられる。……第二に、行政からの支援や関与が不可

欠である。……第三に‘地域ケアの体制作りが何らかの形で島内での雇用に結

びつくことが必要である。 12J 

ところで、久高島におけるこの地域ケアシステムの目指すところは、何であっ

ただろうか。それは.6産認すれば、 f生涯持らし続けられる久商品を目指してjと

いうことである。すなわち、年をとって介週が必要になっても.島を離れずに済

み、島にとどまって鼠則まで暮らし続けられるという晩年期の実現である 13.そ

のケアは、ぬで生きて死を迎え‘そのことに生きる意味を見出している久高島の

人々に対する福祉システムとしてのケアである。このように、久向島における地

域ケアシステムの目指すところは、「生と死、その意味に関するケアjとして捉

えることができるものであり、したがって、この地域ケアシステムは、スピリチ

ユアルケアシステムとして促えることができるのである。島で最期を迎える事

を望んでいながら11十わないという現実に対する編祉制度としてのスピリチュア

ルケアは、スピリチュアルケアシステムとして促えることが出来るものであり、

これから成し遂げなければならない課題であろう 11

3.福祉制度と固有の信仰の噂霊

ふばの型の取り組みや地域ケア・システムの構築の試みは、以上のように、

福祉制度としてのスピリチュアルケアとしての試みとして、またスピリチュア

ルケアシステムの術築の試みとして捉えることができるが、そこには重要だが

一般的にはあまり注目されていない点があるように思われる。それは、スピリ

チュアルケアの観点から‘悶有の信仰の尊if(の必要性ということである。

12 水1~. liijjij治文、 p.13
13向的行の晩年101のケアはヱシドオプライフケア(cnd-of-lifc-carc)とヨわれるが、詳しく

は川局 Iエンド・オプ・ライフケアと沖純の伝統的な信仰一編祉が抱える現状とその
i際問一JPP.7J'.....79、参!被

14討'.Hd:におけるスピリチュアルケアの取り組みは、例えば.深谷美枝・柴田実.r福祉・
介縄におけるスピリチュアルケア1.1J1lJ!法規、 2008ijミ参!1日。
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久高島の高齢者のメンタルヘルスにとって、その信仰や祈り(御願(ウグヮ

ン))が大きな役割を担っていると考えられる.久向島の高齢者 10名に対する

川元の調査がこのことを示唆しており、 I祈り(拝み)Jについて尋ねたところ、

以下のような回答があったへ

信仰(持み、ウグヮン}がメンタルヘルスにとって重要という意味の回答とし

て、 「久高の信仰は心の槌鹿になるj、「きっちりやっていたら安心J、 「心が健

康になるJ.r気楽にゆっくりなるJ、『ウガンは悩しになるJ.rお願い引をした

ら軽くなるJがあった。また、 i自接メンタルヘルスに言及しているわけではない

が、「一日いいことがあるようにと祖先に祈るJ.rウガンをするときには、 120

歳まで生きられるよう-J、[一日の随康を守って下さいj、「火の神にもお願い

するjという回答もあり、久高島に特徴的なfイザイホーの神さまにお祈りす

る」もあった。逆に‘ Iたまに忘れると不安になるJという回答もあった。

一般的に考えても、ある信仰を持っていれば、その信仰に基づく祈りは、祈

る者のメンタルヘルスにとっていい影響を与える重要なものであろう。川元の

20日年の調査では、上で既に見たように、老人ホームへ行っても、「毎日、持

みますj、「拝みは必要に応じてやると思うJ.r心の問題として拝みはすると思

いますj、「もしホームに入ったとしたら、主人のことと孫のことなどを祈るL

I心の中で一人持むj等の回答があった。しかし、老・人ホームでは拝みはやりた

くてもできないのではないかという、 I久高に向かつて持みをするが、ホームの

中では止められるだろうJ.rもし入ることになった時は、持みたい気持ちがあ

っても多分出来ないと思うjという回答もあった。

すなわち、久高島の高齢者にとって岡有の信仰に基づく祈りは、そのスピリ

チュアルなメンタルヘルスにとって重要であり、老人ホームに入っても祈りは

続けたいと思っており、しかし、老人ホームではその祈りができないのではな

いかとの懸念を抱えている高齢者もいるのである。

これらの調査結果から、福祉制度においても、問手1・のIJ仰に基づく祈りを尊

重する必要性が浮かび上がってくるだろう。したがって、スピリチュアルケア

システムとしての地域ケア・システムにおいても‘岡有の信仰に基づく祈りが

15川元恵美子、「エンド・オブ・ライフケアと沖縄の伝統的なIIJ仰一品Hd:が他える現状と
その課題-J p.l0l. 
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実現できることが望ましいといえる。実際、久向島の高齢者の入所が多かった

特別養護老人ホーム「しらゆりの闇J(沖縄本島南械市知念)は久商品を望める

位慣にあり、川元の調査によればlhしらゆりの聞に入所した久高島のお年寄

遣は早朝から起床し、久高島を遥かに眺める事の出来る部屋から島の見える東

方向に向かつて祈りを欠かさなかったという。当施設では 2001年(平成 13

年)頃が晶も入所者が多く、一時期は6名もの久高島のお年寄りが入所してお

り、島が見えるように「久高の部屋Jとも呼ばれる部屋があり、スピリチュアル

な配慮もなされ、お年寄遣が島の方言で話し朝夕の祈りを欠かさなかったとい

うことである。あまり多くはないと思われるが.闘有の信仰(祈り、 tf.み)を
尊重したこの織な例もあるのであり、今後編祉制度とその実践におけるスピリ

チュアルケアを考える上で重要なものであろう。

[付記〕

本稿は、川元恵美子の学位論文「エンド・オプ・ライフケアと沖縄の伝統的

な信仰ー福祉が抱える現状とその課題一jの一部を基に、スピリチュアルペイ

ンやスピリチュアルケア等について大幅に加策し、必要な修正を施したもので

ある。

16川元.同上、 00.116-118
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